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目的　75歳以上高齢者人口の増加に伴い，同年齢グループにおける要介護認定者の数も増加してい
る。要介護状態にある高齢者は，日常生活動作機能の低下から，自立している高齢者と比較し，
生命予後が悪い，転居や施設入所といった居住移動の可能性が高いことが示唆されている。本
調査では，75歳以上の居宅高齢者を対象に，介護保険サービス利用と転帰との関連について検
証することを目的とした。

方法　平成19～23年度に実施された，75歳以上高齢者の見守り調査の回答者23,620人を分析対象と
した。調査時の介護保険利用状況と， 5 年間の累積生存率をKaplan-Meier法にて，性・年齢
階級別に算出した。またCox比例ハザードモデルを用いて，死亡，転出，施設入所のハザード
比を性別に算出した。

結果　介護保険サービスを利用している人は，3,031人（12.8％）であった。介護保険利用者は，
男女ならびにすべての年齢階級において， 5年間の累積生存率が有意に低く，特に男性におい
て生命予後が悪くなる傾向にあった。多変量によるハザードモデルでは，80歳以上男性，75～
79歳の女性において，介護保険サービスの利用と死亡との関連が有意であった。また男女とも
に介護保険サービスの利用は，施設入所のリスクとなっていたが，転出との関連はなかった。

結論　介護保険サービスを利用している75歳以上在宅高齢者は，生命予後は男性において悪く，施
設入所する傾向は女性において高いことが明らかとなった。要介護状態となっても，住み慣れ
た環境で生活できる支援が重要であると考えられる。

キーワード　介護保険サービス，後期高齢者，転帰，日常生活動作

Ⅰ　緒　　　言

　2000年に介護保険制度が開始されてから，10
年以上が経過した。要介護認定者数は，制度創
設時の218万人から平成23年は507万人となり，
高齢人口の増加に伴い年々増加傾向にある1）。
年齢階級別でみると，被保険者における要介
護・要支援認定を受けた人の割合は，65～74歳
は4.2％であるのに対し，75歳以上では29.2％
と後期高齢者になるとその割合が大きく増加し
ている2）。

　介護保険制度の活用は，要介護の状態にあっ
ても，介護保険サービスを利用することにより，
住み慣れた地域環境において日常生活動作（以
下，ADL：activities of daily living）機能の維
持・改善を目指すことにある。しかし高齢者の
生命予後は，疾病で調整してもADL機能と最
も関連することが報告されており3）-5），ADL機
能が低下している要介護高齢者は，介護保険
サービスを受けていない人と比べて，生命予後
が悪くなることが示唆される。また高齢期の転
居は，子との同居や近居を理由とするケースが
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多いという報告があり6），その背景には，ADL
機能や健康状態の低下により介護が必要となり，
居住地を移動することが考えられる。さらに，
要介護認定を受けた高齢者の居住移動は，介護
認定を受けていない人と比較し，移動に関する
自発性が低い，環境への適応が低い，社会孤立
の影響を受けやすいことが示唆されている7）。
　このように要介護状態となったことが，その
後の転帰に影響を与え，高齢者の健康悪化につ
ながることが考えられる。介護保険受給者の中
でも，将来的にその数が増加する75歳以上高齢
者を対象に，介護保険サービス利用者の転帰の
実態とその要因を検討することは，持続的な介
護保険サービスの提供の点からも重要と考えた。
そこで本研究では，大規模データを用いて，介
護保険サービス利用とその転帰との関連を，性
および年齢階級別に検証することを目的とした。

Ⅱ　方　　法

（ 1）　対象者
　分析には，神奈川県小田原市の社会福祉協議
会が主体となり実施している「お達者チェック
調査」の平成19～23年度の回答者のデータを用
いた。お達者チェック調査は，見守りが必要と
なる高齢者を特定することを目的とし，市内在
住で調査期間中に 3カ月以上の長期入院，施設
入所している者を除外した，75歳以上の在宅高
齢者を対象とした横断調査である8）。調査初年
度の平成19年度は75歳以上全員，平成20～23年
度は前年度調査から調査年度に新たに75歳と
なった人および市内に転入してきた人を対象に
した。調査回答者24,488人のうち，介護保険
サービスの利用，性，年齢に関する質問項目に
欠損がなく，観察期間打ち切り日の報告がされ
た23,620人を分析対象者とした。

（ 2）　変数
　介護保険サービスの利用は，「介護保険サー
ビスを利用している」と，「利用を検討してい
る／していない」の 2値変数に分けた。説明変
数は，世帯構成，ADL自立度，かかりつけ医

の有無，社会関係（近所付き合い，相談できる
人の有無），経済面，住環境面の不安の有無，
居住地区（市内25の自治連合地区）とした。
ADL自立度は，食事，排泄，歩行・移動，入
浴・着替え，歯磨き・義歯の手入れの 5項目に
ついて，「一部介助／全介助」を 1点，「自立し
ている」を 0点とし，合計 0～ 5点とし，得点
が高いほどADL自立度が低い。

（ 3）　分析方法
　調査が実施された各年度の 8月 1日を観察開
始時点とした。「死亡」「転出」「施設入所（病
院への入院は除く）」は，地区の民生委員から，
市の社会福祉協議会に観察された時点で報告さ
れており，確認された時点を観察打ち切り日と
した。生存者は，平成24年 4 月 1 日を観察打ち
切り日とし，開始日から打ち切り日までの月数
をみた。
　観察が開始された時点の介護保険サービスの
利用別における累積生存率を，性・年齢階級別
にわけ，Kaplan-Meier法を用いて算出した。
曲線の有意性については，log-rank検定を用い，
有意水準 5％とした。また，介護保険サービス
の利用の転帰に与える影響について，Cox比例
ハザードモデルを用い，死亡データは，性・年
齢階級別に，転出，施設入所は性別に，調査時
のADL自立度，かかりつけ医の有無，社会関係，
経済面，住環境面の不安，居住地区，調査時年
齢（転出，施設入所のみ）を共変量とし，ハ
ザード比を計算した。統計処理はすべて，
STATA 12.1（StataCorp. TX, USA）を用いた。

（ 4）　倫理的配慮
　調査対象者に対し，協力依頼文書にて協力が
できない場合には回答せずによいこと，データ
はすべて地域における見守り活動に活用される
ことを示し，調査協力の同意を得た。データは
すべてコード化され，個人が特定される情報は
すべて削除したものを用いた。解析にあたり，
国際医療福祉大学研究倫理委員会の承認を得た
（承認番号：11－51）。
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Ⅲ　結　　　果

（ 1）　介護保険サービス利用者の特性
　分析対象者のうち，調査時点において「介護
保険サービスを利用している」と回答した人は，
男性991人（32.7％），女性2,040人（67.3％）
であった。なお，小田原市の介護保険認定者数
は，平成19年度は5,923人，平成22年度は6,628
人であった。表 1に介護保険サービス利用者の
特性を示す。

（ 2）　介護保険サービス利用別における累積生
存率

　性・年齢階級別にみた，介護保険サービス利
用別の累積生存率について，図 1，2に示す。
男女ともに，すべての年齢階級において，介護
保険サービスの利用別の累積生存率は，有意に
異なった。85歳以上男性の介護保険サービスを

利用者においては，観察開始後 3年間に半数が
死亡しており，女性と比較し生命予後が悪い傾
向にあった。

（ 3）　介護保険サービス利用別の死亡ハザード比
　介護保険サービスの利用別における死亡ハ
ザード比を，ADL自立度，居住地区，世帯構成，
不安，社会参加状況とかかりつけ医の有無で調
整して算出した結果を表 2 に示す。介護保険
サービスの利用は，男性では80歳以上の年齢階
級，女性では，75～79歳の年齢階級において，
有意に死亡との関連がみられた。死亡との関連
について，80～84歳の女性以外の年齢階級にお
いて，「近所付き合いがない」人は，有意に死
亡する傾向が高かった。一方，経済面や住環境
面の不安といった，心理的要因と死亡との関連
については，80歳以上の男性以外，統計学的な
有意差はみられなかった。

（ 4）　性別における介護保険サービス
利用と転出・施設入所のハザード比

　介護保険サービスの利用者の転帰に
ついて，調査時年齢，ADL自立度，
居住地区で調整し，ハザード比を算出
した。介護保険サービスを利用してい
る人は，男女ともに施設入所する傾向
が高かったが，転出とは統計学的に有
意な関連を示さなかった。一方で，男
女ともに，「住環境面の不安がある」
人は，転出する傾向が高かった。これ
らの要因のほか，独居世帯は，転出な
らびに施設入所する傾向が高く，さら
に75歳以上世帯（独居ならびに同居世
帯）は，施設入所する傾向にあった。
また女性では，近所付き合いがない人
ほど，転出や施設入所する傾向がみら
れた（表 3）。

Ⅳ　考　　　察

　介護保険サービスの利用別における
転帰について検証した結果，介護保険

表 1　介護保険サービス利用者の特性
（単位　人，（　）内％）

全体
（ｎ＝23,620）

介護保険
サービス利用あり
（ｎ＝3,031）

性別：男性 10 013(42.4) 991(32.7)
　　　女性 13 607(57.6) 2 040(67.3)
年齢階級：75～79歳 15 168(64.2) 1 054(34.8)
　　　　　80～84歳 4 814(20.4) 667(22.0)
　　　　　85歳以上 3 638(15.4) 1 310(43.2)
世帯：独居 3 660(15.5) 563(18.6)
　　　75歳以上同居 3 605(15.3) 350(11.6)
　　　65歳以上同居 2 842(12.0) 284( 9.4)
　　　65歳未満同居 12 598(53.3) 1 731(57.1)
かかりつけ医：いる 21 070(89.2) 2 917(96.2)
　　　　　　　いない/かかっていない 2 464(10.4) 108( 3.6)
近所付き合い：ある 19 383(82.1) 1 320(43.6)
　　　　　　　ない 3 930(16.6) 1 647(54.3)
相談できる人：いる 20 670(87.5) 2 051(67.7)
　　　　　　　いない 2 621(11.1) 892(29.4)
ADL自立度：自立 20 420(86.5) 986(32.5)
　　　　　　1 905( 3.8) 417(13.8)
　　　　　　2 628( 2.7) 423(14.0)
　　　　　　3 366( 1.6) 290( 9.6)
　　　　　　4 297( 1.3) 246( 8.1)
　　　　　　5 636( 2.7) 546(18.0)
経済不安：ある 5 671(24.0) 959(31.6)
　　　　　ない 17 505(74.1) 1 952(64.4)
住環境不安：ある 3 297(14.0) 668(22.0)
　　　　　　ない 19 883(84.2) 2 238(73.8)
転帰：死亡 2 866(12.1) 1 015(33.5)
　　　転出 239( 1.0) 36( 1.2)
　　　施設入所 393( 1.7) 186( 6.1)

注　ADL：日常生活動作
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生存率をみると，介護保険サービスを利用する
男性は，75～84歳では25％，85歳以上になると
約半数が，観察期間 3年の間に死亡しており，
女性より生存率が低かった。ADL自立度や，
世帯構成等で調整した解析においても，介護保

サービスを利用する群は，利用
しない群と比較し，生命予後が
悪い傾向にあること，性・年齢
階級別において，その傾向が異
なることが明らかとなった。
　対象者における介護保険サー
ビスを利用する人の割合は，女
性のほうが男性より高いことか
ら，ADL機能は，女性のほう
が低いと考えられる。一方，介
護保険サービス利用者別の累積

表 2　性・年齢階級別における介護保険サービス利用別の死亡ハザード比
75～79歳
ハザード比

（95％信頼区間）

80～84歳
ハザード比

（95％信頼区間）

85歳以上
ハザード比

（95％信頼区間）

男性
介護保険サービス
　利用している 1.14 (0.78‒1.67) 1.49 (1.06‒2.11) 1.50 (1.15‒1.95)
　利用していない 1.00 1.00 1.00 
女性
介護保険サービス
　利用している 1.97 (1.33‒2.91) 1.40 (0.97‒2.01) 1.16 (0.95‒1.42)
　利用していない 1.00 1.00 1.00 

注　ハザード比の値は，日常生活自立度，居住地区，世帯構成，社会参加状況，不安，か
かりつけ医の有無で調整した。

険サービス利用による死亡への影響は，80歳以
上の男性では有意であったが，女性は75～79歳
グループのみに有意な関連がみられた。これら
の結果より，要介護状態による死亡への影響は，
女性においては小さいことが示唆された。過去

図 1　年齢階級別における介護保険サービス利用別の累積生存率（男性）

注　log-rank検定の結果，すべての年齢階級において，各群の生存関数に有意な差があった（ｐ＜0.001）
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図 2　年齢階級別における介護保険サービス利用別の累積生存率（女性）

注　log-rank検定の結果，すべての年齢階級において，各群の生存関数に有意な差があった（ｐ＜0.001）
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の研究においても，男性高齢者は，女性高齢者
と比較し生存率が低く4），また日常生活動作機
能が低いことによる生命予後への影響は，男性
と比べ女性のほうが小さいことが報告されてお
り3）9），本結果はこれらの報告と類似していた。
要介護状態が及ぼす生命予後への影響の性差は，
本研究では，対象者の疾病の有無や疾患名につ
いての質問を行っていないため，これらの基礎
疾患の有無を考慮してもなお，男性において要
介護状態と生命予後への関連が大きいのか，今
後検証する必要がある。
　介護保険サービス利用における転居や施設入
所への影響といった，死亡以外の転帰について
は，男女ともに要介護状態と転出との関連はみ
られず，一方で施設入居への関連は有意であっ
た。平成22年国勢調査によると，全国の75歳以
上高齢者の 5 年間の移動率は11.4％であり10），
移動理由については，「住宅を主とする理由」
が40.8％，「親や子との同居・近居」が23.1％
となっている6）。65歳以上高齢者を対象にした
調査においても，「病気・介護の必要性」が
12.3％であり，「子との同居・近居」は，
29.6％となっている11）。子との同居や近居を理
由とする背景として，介護の必要性が考えられ
たが，本結果より男女ともに75歳以上高齢者は，
介護の必要性が直接的な要因ではなく，「住環

境への不安がある」ことが，転居につながるこ
とが示唆された。
　介護施設への入所は，要介護または要支援認
定者に限られることが多いこともあり，本研究
対象者においても，介護保険サービスの利用者
は，利用していない人と比較し， 5年以内に入
所する傾向が高かった。しかし，介護保険サー
ビスの利用者の中で， 5年以内に長期入所した
人は，死亡，転出を除くと約 9％と少なく，全
国の65歳以上介護保険サービス利用者のうち，
現在約67％の人が居宅サービスを利用している
という報告と同様に2），要介護高齢者の多くは
在宅で生活していることが明らかとなった。ま
た，介護保険サービスの利用による施設入所の
リスクは男性よりも女性，独居や75歳以上高齢
者の居る世帯において高いという結果が得られ
た。これは，要介護認定者の在宅療養者高齢者
を対象にしたコホート研究においても，男性よ
り女性において施設入所率が高いという結果と
類似していた12）。独居や75歳以上高齢者の居る
世帯といった世帯構成を合わせて考えると，主
の介護者である女性や後期高齢者世帯の家庭で
は，要介護状態になると居宅での生活の継続が
困難になることが示唆された。さらに独居世帯
は，転出との関連もみられており，独居世帯が，
高齢者人口の24％を占めるわが国では，高齢期

表 3　性別における介護保険サービス利用別の転出と施設入居のハザード比
男性 女性

転出
ハザード比

（95％信頼区間）

施設入所
ハザード比

（95％信頼区間）

転出
ハザード比

（95％信頼区間）

施設入所
ハザード比

（95％信頼区間）

介護保険サービス：利用している 0.91 (0.34-2.47) 1.96 (1.08-3.57) 1.04 (0.62-1.76) 3.04 (2.21-4.17)
　　　　　　　　　利用していない 1.00 1.00 1.00 1.00
世帯：独居 3.03 (1.73-5.29) 3.15 (1.80-5.52) 3.11 (2.15-4.51) 3.18 (2.40-4.22)
　　　75歳以上同居 1.19 (0.63-2.24) 1.85 (1.10-3.10) 1.53 (0.92-2.57) 1.69 (1.11-2.56)
　　　65歳以上同居 0.46 (0.20-1.05) 0.55 (0.21-1.41) 1.58 (0.72-3.49) 0.95 (0.53-1.71)
　　　65歳未満同居 1.00 1.00 1.00 1.00
近所付き合い：なし 1.70 (0.94-3.07) 1.41 (0.82-2.44) 2.16 (1.40-3.35) 1.49 (1.07-2.06)
　　　　　　　あり 1.00 1.00 1.00 1.00
相談できる人：なし 1.05 (0.55-2.02) 1.48 (0.87-2.50) 0.62 (0.33-1.18) 1.29 (0.93-1.80)
　　　　　　　あり 1.00 1.00 1.00 1.00
かかりつけ医：いる 0.66 (0.37-1.18) 0.95 (0.49-1.88) 1.01 (0.57-1.79) 0.94 (0.58-1.51)
　　　　　　　いない 1.00 1.00 1.00 1.00
経済面の不安：あり 1.14 (0.65-2.01) 0.79 (0.45-1.38) 1.19 (0.79-1.78) 1.15 (0.84-1.57)
　　　　　　　なし 1.00 1.00 1.00 1.00
住環境面の不安：あり 2.50 (1.39-4.50) 1.25 (0.69-2.26) 2.00 (1.32-3.03) 1.06 (0.75-1.50)
　　　　　　　　なし 1.00 1.00 1.00 1.00

注　ハザード比の値は，調査時年齢，日常生活自立度，居住地区で調整した。
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の移動のリスクや影響について検証する必要が
ある。
　平成17年度ならびに22年度における調査地域
の小田原市総人口に占める75歳以上人口の割合
は，8.6％，10.9％であり，同年度における全
国値が9.1％，11.2％と大きな差異はない。本
調査は，市内の75歳以上全員を対象とした調査
であることから，結果の代表性が高いと考えら
れる。一方で，介護保険認定ならびに要介護度，
介護保険サービスの利用期間や，転帰に関連す
る疾患の情報を得ていなかったので，今後は要
介護度別，要介護状態の期間，疾患を考慮した
検討を行う必要がある。

Ⅴ　結　　　語

　75歳以上在宅高齢者において，介護保険サー
ビス利用者は，死亡，施設入所へのリスクが高
くなり，その傾向性は性別，年齢により異なる
ことが明らかとなった。平成17年度の介護保険
制度改正から，介護予防にむけた取り組みが強
化されているが，要介護状態になった75歳以上
高齢者が，住み慣れた居住地において生活でき
るよう，支援していくことが重要である。
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